している が、 そのような 今日に あって、 「チボ —家の 

人々」 を 描き、 一九 一四 年に いたる 時代 を 描こうと し 

ている 作者 ロジェ • マ ルタン 二 ァュ \カ —ルの 人生 態 

度の 慎重 さ、 誠実 さ、 文学作品 としての 完成 度の ほん 

もの 工合が、 特に 解毒剤 のよう な 清涼 さ で 読者 の 感情 

に ふれて 来る というの は、 その反面に 何 を 語って いる 

のであろう か。 構成 も 念い りであって、 磨かれ 削られ、 

危な気がない。 描写の 手法 も長篇 小説の 分野に 或る 生 

新 さ を 与える もの を もっている。 フランス 文学が 

「ジ ヤン • クリストフ」 (ロマン • 口 ー ラン 作) を 持つ 

ている こと は、 一 つの 誇りで あるが、 この 「チボ ー 家 



の 人々」 は その後の 世代の 姿 を、 描かれて いる 内容に 

よ つ てば かりで なく その 描き かたに おいても 語って い 

る 一 つの 傑れた 収穫で ある。 ジ イドの 「贋金つ くり」 

と 引き合され、 これらの 二つの 作品と、 二人の 作者の 

態度が 全く 対躕的 である ことで 目立つ というの は 尤も 

であろう。 「贋金つ くリ」 において 作者の 興味 を とら 

えてい るの は、 人間性の 時代 的な こわれ かたと その 各 

破片の ままの 閃きの 姿で ある。 「チボ —家の人々」 を 

通して 時代 を 描こうと する デュ .ガ —ルの 関心 は、 時 

代の 矛盾 激突に よ つ て 破壊され ようとしても 猶 こわれ 

まいと する 人間性の 意欲と その 本来の 一 貫 性に 向けら 
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